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指定管理者

施設担当課分析・評価

事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 3,011人 11.6% - - - - 1,550,000円

目標値② 2,800人 - 1事業 500人 150人 80.0% -

実績③ 2,644人 21.4% 0事業 0人 150人 86.4% 1,494,000円

増減③-① △367人 9.8% -1事業 △500人 0人 6.4% △ 56,000円

基準値対比③/① 87.8% 184.5% 0.0% 0.0% 100.0% 108.0% 96.4%

※利用者数、施設稼働率の基準値は平成23～27年度実績の平均値

令和２年度指定管理者評価結果　（通常年）

株式会社たかはしダリア 施設区分 栗山公園・夕張川河畔広場 評価対象期間 令和元年１２月１日～令和２年１１月３０日

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

栗山公園
夕張川河畔広場

・夕張川河畔広場に関して、季節に応じた花壇管理（植栽）が行われているが、未だ認知度は低いと思われる。広場に人を集めるイベント等を企画し、集客及び認知度アップ
に努めていただきたい。

評価すべき点

施設名 内　　　容

栗山公園
夕張川河畔広場

・コロナウイルスによる閉館の影響があったものの、園内の開花状況やイベント情報などをSNS等で積極的に発信したことで、来場者を確保することが出来たことは大変評価
できる。
・駐車場に対する苦情に対し、適切に対応されている。
・専門性を活かした花壇管理が行われている。

総　合　分　析　・　評　価

今年度は新型コロナウイルスの影響により、開園日が延期となり、オープンイベント等、計画していたイベントが一部中止となった。しかし、開園以降は、感染予防対策を講じな
がら、利用者アンケートの実施や利用者ニーズの把握を積極的に行い、イベントや運営に反映させ来場者の増加に努めた結果、有料施設も含め来場者や利用者は昨年を上
回ったものと受け止めている。
今後も利用者とのコミュニケーションを図り、より一層の施設の充実・交流人口の増加を図っていただきたい。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・コロナウイルスの影響を受けながらも、SNSなどを活用した積極的な情報発信や、利用者ニーズを捉えた自主事業の実施などにより、来場者を確保することができた点は大
変評価できる。
・栗山公園の花壇について、来場者を楽しませる管理がなされており、指定管理者の花の専門店としての知識が活かされている点が評価できる。

○改善・要望点
・アンケートの要望としても挙がっていたが、屋外施設であるので日陰で休憩できるようにベンチの台数を増やしていただきたい。
・夕張川河畔広場については、場所のわかりづらさが利用者数の伸び悩みの一因であると感じるため、小林酒造入口付近に大きな案内看板（駐車場が有ることも記載）を設
置するなど、認知度向上に向けた対応に期待したい。
・夕張川河畔広場について、綺麗な花壇があるが認知度が不足しているため、引き続きイベントの企画や周知方法の工夫を行うなど、利用者を増加させる取組みについて検
討していただきたい。

○その他（行政への要望等）
・駐車場の確保や園内の段差解消の問題については、指定管理者だけでの対応には限界があると感じる。栗山公園は栗山町を代表する施設であるので、行政と協力のうえ
適切な管理運営・修繕等を行い、町外に誇れる施設になることを願います。

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況
事業数 参加人数

栗山公園
夕張川河畔広場

1,740人 - -

- 6事業 8,680人

2,328人 5事業 49,230人

588人 -1事業 40,550人

133.8% 83.3% 567.2%
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農村環境改善センター
・地域の高齢者にとっての憩いの場となっており、利用しやすい施設として苦情や事故がないように努めている。なかでも「まちなかカフェ」は利用者が開設日を心待ちにする
ほど好評を得ている。

農村環境改善センター
テニスコート

令和２年度指定管理者評価結果

株式会社　日東総業 施設区分 社会教育施設等 評価対象期間
令和元年１１月１日～令和２年１０月３１日（屋内）
令和元年１２月１日～令和２年１１月３０日（屋外）

農村環境改善センター

農村環境改善センター
テニスコート ・栗山高校テニス部に代わる固定した利用者の獲得に努めていただきたい。

開拓記念館・泉記念館 ・町外からの来館者が増えるような新たな事業や特別展示の情報発信に取り組んでいただきたい。

総　合　分　析　・　評　価
社会教育施設等として適切に管理運営されており、教育委員会への報告等も、適宜行われている。それぞれに施設の特性があり、利用者数や利用料収入だけでは評価でき
ない部分もあるが、地域に根差し利用者ニーズに応えた施設にすべく取り組んでおり評価できる。
派手な事業等がある施設ではないが、安心して利用できることが一番大切なことであり、事故等がないようきめ細やかな注意を払い管理運営に努めている。

・初心者テニス講習会の開催や無料開放と用具の無料貸し出し事業等、新規利用者増加につながる事業を開催している。

開拓記念館・泉記念館
・ふるさとの歴史を学ぶ施設として、町内小学生や介護学生に利用されており、生活体験事業や特別展示事業を通じて昔ながらの生活体験や食文化の大切さを伝える取り
組みを行っている。

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

くりやまカルチャープラザ ・利用料金については、行政の利用が多いことから伸び悩んでいるが、特別使用や営利等の新たな利用者獲得に努めていただきたい。

南部公民館・
南部地区町民センター

・葬儀の利用によりキャンセルを余儀なくされる施設ではあるが、増収に努めていただきたい。

評価すべき点

施設名 内　　　容

くりやまカルチャープラザ
・栗山町の玄関である駅舎を併設した施設の特性を理解し、きめ細やかな利用者サービスのため職員を１名増員し対応に努めている。また自主事業の短期・長期講座は公
民館講座として定着している。

南部公民館・
南部地区町民センター ・地域の高齢者や子ども達にとっての憩いの場となっており、利用しやすい施設として苦情や事故がないように努めている。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・各施設とも接客対応が優れているが、特にくりやまカルチャープラザの職員の対応は非常に親切かつスピーディーであると感じる。駅舎と併設した施設のため町外の方にも
利用されているが、栗山町のイメージアップに寄与しているものと大変評価できる。各地域の町民の皆さんにとってなくてはならない施設であるので、今後もそれぞれの地域
の特性や利用者のニーズに沿った管理・運営に期待します。
・コロナウイルスの影響で施設の閉館を余儀なくされるなど利用者は減少しているが、机や椅子を使用後に必ず消毒するなど感染防止対策を徹底している点は評価できる。
・農村環境改善センターの自主事業である「まちなかカフェかくた」はコロナ禍においても目標人数を超える参加実績があり、角田地区の高齢者のよりどころとして定着してい
ることが窺える。コロナウイルス対策を講じながら今後も事業を継続していただきたい。

○改善・要望点
・コロナウイルスの影響で中止となった事業がいくつかあったが、今後は可能な範囲で実施できるように工夫をしていただきたい。
・くりやまカルチャープラザの自主事業である「映画上映会」は、大型スクリーンで映画鑑賞ができる貴重な機会として町民の待ち望む声を耳にするため、コロナウイルス対策
を万全に行ったうえで開催を継続していただきたい。
・農村環境改善センターテニスコートについては利用者の確保に苦慮しているようだが、テニスコート無料解放事業実施時の２０日間で年間の約３割程度の利用者がいたこと
から、指定管理者の実施可能な範囲内で無料開放事業の期間を拡大し、多くの方に利用してもらえる機会を創出した方が良いのではと感じる。
・各施設ともに、積極的な情報発信により利用者のさらなる増加に努めていただきたい。



事業数 参加人数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 38,662人 20.8% - - - - - 2,788,651円

目標値② 40,000人 - 1事業 500人 1,560人 - - -

実績③ 20,267人 16.6% 0事業 0人 201人 - - 2,788,651円

増減③-① △18,395人 △4.2% -1事業 △500人 △ 1,359人 - - 0円

基準値対比③/① 52.4% 79.8% 0.0% 0.0% 12.9% - - 100.0%

基準値① 10,907人 6.9% - - - - - 1,471,774円

目標値② 10,250人 - - - 45人 - - -

実績③ 7,417人 6.0% - - 27人 - - 1,471,774円

増減③-① △3,490人 △ 0.9% - - △ 18人 - - 0円

基準値対比③/① 68.0% 87.0% - - 60.0% - - 100.0%

基準値① 7,509人 8.0% - - - - - 1,383,052円

目標値② 7,400人 - - - 380人 - - -

実績③ 5,115人 6.6% - - 425人 - - 1,383,052円

増減③-① △2,394人 △1.4% - - 45人 - - 0円

基準値対比③/① 68.1% 82.5% - - 111.8% - - 100.0%

基準値① 411人 8.2% - - - - - 5,544円

目標値② 650人 - - - 60人 - - -

実績③ 200人 6.4% - - 94人 - - 5,544円

増減③-① △211人 △ 1.8% - - 34人 - - 0円

基準値対比③/① 48.7% 78.0% - - 156.7% - - 100.0%

基準値① 1,647人 - - - - - - 129,026円

目標値② 1,700人 - 2事業 990人 20人 - - -

実績③ 979人 - 2事業 592人 0人 - - 129,026円

増減③-① △668人 - 0事業 △ 398人 △ 20人 - - 0円

基準値対比③/① 59.4% - 100.0% 59.8% 0.0% - - 100.0%

※利用者数、施設稼働率の基準値は平成23～27年度実績の平均値

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況
事業数

くりやまカルチャープラザ

0人 -

- 3事業

1,790人 1事業

農村環境改善センター

0人 -

- 2事業

1,790人 -2事業

- 33.3%

南部公民館・
南部地区町民センター

0人 -

- 2事業

63人

84人 2事業

84人 0事業

- 100.0%

2事業

63人 0事業

- 100.0%

- 0.0%

100.0%

開拓記念館・泉記念館

0人 -

- 1事業

590人 0事業

590人 △ 1事業

農村環境改善センター
テニスコート

0人 -

- 2事業

25人 2事業

25人 0事業

-
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令和２年度指定管理者評価結果

株式会社スイテック 施設区分 社会体育施設 評価対象期間
令和元年１１月１日～令和２年１０月３１日（屋内）
令和元年１２月１日～令和２年１１月３０日（屋外）

栗山公園球場 ・軟式野球、特に少年野球においての大会等が継続的に開催されており、小学生・中学生の利用を主として安定的な利用者を確保している。

栗山公園弓道場 ・特に無し。

栗山水泳プール
・関係する職員にＡＥＤ講習の受講をさせる等、もしもの時に備えた安全対策をしっかりとしている。また開設期間のみの臨時雇用人は町内の方を雇用し、窓口での接客業務の講習を実施する等、
窓口業務の資質向上に取り組んだ。

・特に無し。

ふじ交流センター ・特に無し。

ふじスポーツ広場 ・数年前は水撒き不足から芝の状態が悪く苦情等があったが、近年は管理状態が非常によく、小学生の全道大会等でも関係者や専門業者から高い評価を得ることが出来た。

町民球場
・グラウンドコンディションが非常に良好に保たれており、プロ野球選手や社会人野球等、レベルの高い利用者からも高評価を得ている。オリンピック期間の日本ファイターズの練習会場としての打
診を受ける等、管理が行き届いている施設と認められている。

栗山運動公園

角田水泳プール
・少年団等が無い地域の小学生の夏季期間の貴重な運動機会創出の場となっており、コロナ禍で委託事業を中止したものの利用者目標を上回る利用者を達成した。関係する職員にＡＥＤ講習の
受講をさせる等、もしもの時に備えた安全対策をしっかりとしている。また開設期間のみの臨時雇用人は町内の方を雇用し、窓口での接客業務の講習を実施する等、窓口業務の資質向上に取り組
んだ。

継立水泳プール
・関係する職員にＡＥＤ講習の受講をさせる等、もしもの時に備えた安全対策をしっかりとしている。また開設期間のみの臨時雇用人は町内の方を雇用し、窓口での接客業務の講習を実施する等、
窓口業務の資質向上に取り組んだ。

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

スポーツセンター
・委託事業、自主事業ともに例年と同様程度の参加があればとの意識が感じられ、積極的ＰＲや参加についての働きかけが若干不足している。スポーツセンター内のチラシやマナビィ以外での町民
向けの周知について検討すること。

総合グラウンド

評価すべき点

施設名 内　　　容

スポーツセンター ・特に利用希望の多い冬季間に、希望に添えるよう休館日を無くする等、利用者の要望に応えている。また町内体育施設全般の総合窓口として受付等のトラブルもなく管理運営されている。

総合グラウンド ・主に中学生の部活動等での利用となっているなか、関係団体と連携を密にし空きのある際に陸上記録会等が開催される等、各種団体との連携が上手く取られている。

栗夢広場 ・少年団のサッカー以外にも大学のクリケットで利用される等、特定団体以外にも利用が広がってきている。

ふじスポーツ広場 ・芝の状態を保つため一定の利用制限を設けているが、利用希望は多いはずなので、芝の状態を保ちながら稼働率を上げるため更なる知識や技術の向上を求める。

町民球場
・球場の管理としては非常に高い評価を得ている一方で、町内チームの草野球での利用機会がグラウンド整備の関係で少なくなってしまっており、グラウンド整備についてはレベルに応じた柔軟な
対応について検討願いたい。

栗山公園球場
・各種大会等での利用の際に駐車場利用についてアナウンスがされないために、お寺の参拝者や栗山公園キャンプ場利用者から駐車場の利用や園路での停車マナーについての指摘をされてい
る。貸出しの際に駐停車についてのアナウンスを徹底すること。

・特に無し。

栗夢広場 ・特に無し。

栗山運動公園
・新型コロナウイルス関連で施設閉鎖をしていた際に、休校中の学生が大人数で野球を行うような事例があった。また無断で団体利用している方々もいるように思われ、無人施設であるため、見回
り等の強化を願いたい。

ふじ交流センター ・合宿等での利用についてのＰＲ等、特に夏休み期間の合宿等での利用ＰＲ等についての検討を行うこと。

継立水泳プール ・地域の保育所と連携した幼児のプール利用の強化を図る等、利用者増に関する取組を模索して欲しい。

総　合　分　析　・　評　価
マニュアル等を作成し積極的に社員教育を行い窓口対応等では苦情も無く適正に運営されている。また屋外施設においては社外研修に参加する等、資格取得もし、管理の上で利用者から大変高
い評価を得ている。その一方でスポーツセンター以外の利用状況や各施設で行われる行事や大会の告知がされておらず、情報発信という点については課題が残った。屋内体育施設についてはス
ポーツセンターをはじめ老朽化が進む施設が大半となっており、利用者の利便性や安全面等を考慮した細やかな管理対応を期待する。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・築年数が40年を超えているスポーツセンターをはじめ比較的古い施設が多いが、施設に対する苦情もなく管理は適切に行われている。また、今年度は通常業務に加えコロナウイルスの対応が
あった中、感染拡大防止対策を徹底した管理・運営が行われた点は非常に評価できる。
・ふじスポーツ広場の芝について、適切な管理により芝の状態が高いレベルで維持されており、利用者からの評判も良いことから、指定管理者の管理能力を高く評価することができる。

○改善・要望点
・古い施設が多く今後も老朽化が進行していくため、安全面に配慮した管理・運営を継続して行っていただきたい。
・委託事業の実施についてはコロナ禍では難しい面もあったと思うが、今後は開催方法を工夫するなど実施に向けて検討していただきたい。

○その他（行政への要望等）
・ふじ交流センターについては、トイレとしての利用はあるが会議室等の利用頻度が少なくもったいなさを感じている。施設設置目的の変更の検討や気軽に利用されるような料金設定の見直し等、
行政と協議のうえ改善をしていただきたい。

栗山公園弓道場 ・特に無し。

栗山水泳プール
・自主事業の水泳教室についてニーズはあるので、少年団活動や近隣市町の動向を見ながら実施日を検討する等、参加・利用しやすい環境づくりに注力することと、高齢化している指導者の発掘・
育成についても願いたい。

角田水泳プール ・特に無し。



事業数 参加人数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 72,775人 - - - - - - 5,910,974円

目標値② 74,245人 - 5事業 10,099人 2,468人 - - -

実績③ 42,557人 - 3事業 2,585人 769人 - - 5,905,770円

増減③-① △30,218人 - △ 2事業 △ 7,514人 △ 1,699人 - - △ 5,204円

基準値対比③/① 58.5% - 60.0% 25.6% 31.2% - - 99.9%

基準値① 11,416人 - - - - - - -

目標値② 11,645人 - - - - - - -

実績③ 9,752人 - - - - - - -

増減③-① △1,664人 - - - - - - -

基準値対比③/① 85.4% - - - - - - -

基準値① 8,763人 16.1% - - - - - -

目標値② 9,099人 - - - - - - -

実績③ 3,455人 7.0% - - - - - -

増減③-① △5,308人 △9.1% - - - - - -

基準値対比③/① 39.4% 43.5% - - - - - -

基準値① 1,663人 9.3% - - - - - -

目標値② 1,771人 - - - - - - -

実績③ 1,025人 5.1% - - - - - -

増減③-① △638人 -4.2% - - - - - -

基準値対比③/① 61.6% 54.8% - - - - - -

基準値① 10,762人 14.4% - - - - - 119,819円

目標値② 9,400人 - - - - - - -

実績③ 8,862人 17.0% - - - - - 119,819円

増減③-① △1,900人 2.6% - - - - - 0円

基準値対比③/① 82.3% 118.1% - - - - - 100.0%

基準値① 2,824人 - - - - - - -

目標値② 2,719人 - - - - - - -

実績③ 1,100人 - - - - - - -

増減③-① △1,724人 - - - - - - -

基準値対比③/① 39.0% - - - - - - -

基準値① 9,787人 19.2% - - - - - 120,854円

目標値② 10,098人 - - - - - - -

実績③ 6,405人 14.8% - - - - - 120,854円

増減③-① △3,382人 △4.4% - - - - - 0円

基準値対比③/① 65.4% 77.1% - - - - - 100.0%

基準値① 4,456人 12.1% - - - - - -

目標値② 4,556人 - - - - - - -

実績③ 4,121人 10.8% - - - - - -

増減③-① △335人 △1.3% - - - - - -

基準値対比③/① 92.5% 89.3% - - - - - -

基準値① 4,858人 - - - - - - 33,824円

目標値② 5,102人 - - - - - - -

実績③ 1,427人 - - - - - - 33,824円

増減③-① △3,431人 - - - - - - 0円

基準値対比③/① 29.4% - - - - - - 100.0%

基準値① 5,558人 - - - - - - 30,554円

目標値② 4,908人 - 1事業 86 - - - -

実績③ 3,253人 - 0事業 0 - - - 30,554円

増減③-① △2,305人 - -1事業 △ 86人 - - - 0円

基準値対比③/① 58.5% - 0.0% 0.0% - - - 100.0%

基準値① 1,146人 - - - - - - 23,109円

目標値② 1,189人 - 1事業 24 - - - -

実績③ 1,262人 - 0事業 0 - - - 23,109円

増減③-① 116人 - -1事業 △ 24人 - - - 0円

基準値対比③/① 110.1% - 0.0% 0.0% - - - 100.0%

基準値① 1,394人 - - - - - - 2,054円

目標値② 1,189人 - 1事業 15 - - - -

実績③ 456人 - 0事業 0 - - - 2,054円

増減③-① △938人 - -1事業 △ 15人 - - - 0円

基準値対比③/① 32.7% - 0.0% 0.0% - - - 100.0%

※利用者数、施設稼働率の基準値はＨ23～27年度実績の平均値

地元発注状況
事業数

スポーツセンター

0人 -

- 8事業

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況

5,604人 6事業

5,604人 △ 2事業

- 75.0%

自主事業の実施状況 利用者アンケート
利用料金収入状況

-

栗夢広場

0人 -

- -

0人 -

0人 -

総合グラウンド

0人 -

- -

7人 -

7人 -

-

- -

栗山運動公園

0人 -

- -

0人 -

0人 -

- -

ふじスポーツ広場

6,346人 -

- -

3,040人 -

町民球場

7,404人 -

- -

△3,306人 -

47.9% -

ふじ交流センター

0人 -

- -

1,100人

5,337人 -

△2,067人 -

72.1% -

-

1,100人 -

- -

-

栗山公園弓道場

- -

- -

- -

- -

栗山公園球場

1,381人 -

- -

720人 -

△661人 -

52.1%

- -

栗山水泳プール

0人 -

- -

13人 -

13人

継立水泳プール

0人 -

- -

10人

-

- -

角田水泳プール

0人 -

- -

21人 -

-

10人 -

- -

21人 -

- -



（様式5)

指定管理者

施設担当課分析・評価

事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 19,717人 - - - - - 47,713円

目標値② 23,000人 - - - - - -

実績③ 9,051人 - - - - - 47,713円

増減③-① △10,666人 - - - - - 0円

基準値対比③/① 45.9% - - - - - 100.0%

※利用者数、施設稼働率の基準値は平成23～27年度実績の平均値

令和２年度指定管理者評価結果　（通常年）

クリーンセンター株式会社 施設区分 栗山ダムパークゴルフコース 評価対象期間 令和元年１２月１日～令和２年１１月３０日

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

栗山ダム
パークゴルフコース
・施設開設より年数を経過し芝の状態について雑草化を指摘される声が出始めている。現状の維持管理では雑草化の進行が進むと推測され、今までよりも芝の管理に対して
注力すること。また利用者が年々減少しており、固定化された利用者以外の新規利用者の発掘を行うこと。お年寄りの健康増進での利用者が大半と思われるが、プレー自体
は年齢に関係なく楽しめる競技となっているので、小学生の児童がいる親子等が家族で楽しめるような企画等についても検討して頂きたい。

評価すべき点

施設名 内　　　容

栗山ダム
パークゴルフコース

・施設閉鎖期間があったが、シーズン券購入者に対し回数券と取り換える等、利用者１人１人に対し柔軟に対応をした。
・ホームページやＳＮＳを活用した周知ではドローンを使った映像や桜の時期にはトップページの写真を入れ替える等、大会の情報等も含め情報提供が多様にされている。
・町外の愛好家へ利用して頂くため、近隣パークゴルフ協会へ大会周知等が細やかに行われている。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自主的に受付に飛沫飛散防止のシートを設置する等、従業員や利用者の安全に最大限の注意を払い営業を行った。
・関係団体との連絡がしっかりなされている。

総　合　分　析　・　評　価

芝の管理については指定管理者では難しく管理の大部分を再委託をする形となってしまっている。資格取得や知識習得で指定管理者自らが管理出来る状況へと移行していく
ことが望ましい。パークゴルフ人口そのものが減っていると思われ、当施設以外でも軒並み利用者が減っており厳しい運営となってしまっている。今後もパークゴルフ人口は減
ることが予想され、新規利用者を獲得することが、今後何よりも大きな課題となる。厳しい状況の中、自主事業の開催努力でプレーしてもらう機会の場を提供しているが、まず
は栗山ダムパークゴルフ場へ足を運んで貰えるような新しい事業等さらなる努力をして欲しい。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・コロナウイルスの影響もあり利用者が減少しているが、芝の管理をはじめ施設の管理運営は適切に行われている。
・ホームページやSNS・ドローンの活用等、様々な手法を駆使し利用者の増加を図ろうとする努力は十分に評価できる。
・自主事業である「秋の紅葉大会&感謝祭」では、コロナ禍にもかかわらず町内外から100名を超す参加者を獲得できた点は評価できる。

○改善・要望点
・全般的な芝の管理については評価できるものの、一部雑草化の進行が課題として挙がっている。雑草化が経年劣化による不可抗力なものなのか、管理上改善が可能なもの
なのかを明確にしたうえで、適切にご対応いただきたい。
・パークゴルフ愛好者の高齢化が進む中、新規利用者の獲得が運営的に必須な状況であるため、自主事業の工夫等により新規利用者の増加に努めていただきたい。（例：市
町村対抗戦杯などの新規自主事業の企画、利用者の高齢化への対応として巡回バスの運行検討など。）

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況
事業数 参加人数

栗山ダム
パークゴルフコース

3,735人 - -

- 4事業 380人

1,619人 4事業 268人

△2,116人 0事業 △112人

43.3% 100.0% 70.5%



（様式5)

指定管理者

施設担当課分析・評価

事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 27,718人 31.0% - - - - - 2,462,987円

目標値② 26,000人 - 16事業 8,060人 - - - -

実績③ 15,189人 55.7% 15事業 9,620人 - - - 2,441,614円

増減③-① △12,529人 24.7% -1事業 1,560人 - - - △ 21,373円

基準値対比③/① 54.8% 179.7% 93.8% 119.4% - - - 99.1%

※利用者数、施設稼働率は平成23～27年度実績の平均値

令和２年度指定管理者評価結果　（通常年）

特定非営利活動法人くりやま 施設区分 図書館 評価対象期間 令和元年１１月１日～令和２年１０月３１日

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

図書館
・今年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあるが、近年映画会や手作り絵本作家事業と家読推進事業ポスター展の参加者が低迷している。参加人数だけが評価点では
ないが、時期・周知・内容等改善に取り組み参加者増に繋げていただきたい。

評価すべき点

施設名 内　　　容

図書館

・施設の管理運営～新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、道や町の要請に従い休館とし、再開後も感染防止対策を徹底し利用者及び職員の安全を図る意識の高さが認め
られる。
・委託事業・自主事業～コロナ禍において事業の縮小・延期・中止はあったが「新しい生活様式」を踏まえながらできる範囲内での事業展開に取り組んでいる。また学校司書派
遣事業等、学校と連携し読書環境づくりへの取り組みを行っている。
・利用者サービス～コロナ禍の休館中には全町民を対象とした図書宅配便「にこにこツバメ便　はいぱー！」を実施し、利用者サービスの向上を行った。
・施設の管理運営に必要な人員配置～適切に配置され、人材の育成においては、図書館長研修の受講など高度な知識の習得に努めている。
・地域住民や関係団等との連携と効果的な管理運営～関係団体等と連携を図り、事業を実施している。

総　合　分　析　・　評　価

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため利用者及び職員の安全対策に努めている。書架や閲覧室の消毒はもちろん、消毒可能な返却本すべてを消毒しており意識の高さ
を感じる。広報活動、館内レイアウトなど利用者増に向け、日常的に創意工夫して取り組んでいる。危機管理について、避難訓練、ＡＥＤ講習、心肺蘇生講習を実施している。
委託事業、自主事業については新型コロナウイルス感染症による休館・事業の延期や中止の影響を受けながらも、鋭意取り組んでいる。利用者に愛される図書館づくりをめざ
し適切に管理運営を行っているものと判断できる。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・コロナウイルス対策として日常業務以外の負担も増える中で、返却本、書架、閲覧室の消毒など利用者の安全対策に徹底して取り組む姿勢は高く評価できる。また、コロナ
禍においても、「新しい生活様式」を踏まえながら工夫を凝らして数多くの自主事業を実施している点は、大変評価できる。更に、コロナ禍の休館対応中には、貸出数を上げる
べく図書の宅配サービスを新たに実施した点を高く評価する。

○要望点
・今後もコロナ禍の状況が続くと思われるので、引き続き利用者が安心して利用できる管理をお願いしたい。また、自粛生活が続く中、本に触れるきっかけ作りや本を手に取り
易い環境作りに期待したい。
・図書館として取組んでいる事業について、さらなる情報発信・事業PRを行い、利用者の増加に努めていただきたい。

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況
事業数 参加人数

図書館

- - -

- 12事業 1,710人

- 13事業 1,781人

- 1事業 71人

- 108.3% 104.2%



（様式5)

指定管理者

施設担当課分析・評価

事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 13,522人 23.9% - - - - 1,495,801円

目標値② 13,700人 - - - 150人 75.0% -

実績③ 8,636人 15.2% - - 150人 75.9% 1,495,801円

増減③-① △4,886人 △8.7% - - 0人 0.0 0円

基準値対比③/① 63.9% 63.6% - - 100.0% 101.2% 100.0%

※利用者数、施設稼働率の基準値は平成23～27年度実績の平均値

令和２年度指定管理者評価結果　（通常年）

栗山地区連合会 施設区分 勤労者福祉センター 評価対象期間 令和元年１１月１日～令和２年１０月３１日

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

勤労者福祉センター ・施設老朽化で今後も補修・修繕箇所が発生する事が予想されるため、今後も日常点検等において異常や問題箇所が確認された場合は早急に連絡していただきたい。

評価すべき点

施設名 内　　　容

勤労者福祉センター
・指定管理者は接客が素晴らしく大変評価出来る。日頃から利用者とのコミュニケーションをとっており、利用者からの要望については出来る範囲で迅速に対応している。（期
間中：掛け時計交換、階段目隠し改築工事、ホワイトボード交換、施設前駐車場凹凸の一部修繕）
・施設運営に支障のない程度に経費節減を行っており、節約した経費は備品購入や施設修繕など効果的に充てている。

総　合　分　析　・　評　価
・栗山地区連合会は接客が特に素晴らしく、実施したアンケートでも接客項目で高い評価となっている。
・経費節減に努め、節約した経費で施設修繕や備品整備を積極的に行うなど出来る事を最大限行い、施設の利便性の向上に努められている。
・年間を通して健全かつ適切に管理運営を行っている。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・築46年を経過している非常に古い施設であるが、経費節減をしながらその節減した経費で利用者の要望に自ら修繕を行うことで応えるなど、利用者ニーズに沿った管理運営
が行われている点は非常に評価できる。
・管理者の笑顔と親切な接客は非常に好印象である。利用者アンケートの接客に対する満足度も高いことからも、大変評価できる。
・自主事業の「無料公衆無線ＬＡＮ事業」において、年間約800人と目標値を大きく上回る利用者を確保している点は非常に評価できる。

○要望点
・今度も消毒の徹底などコロナウイルス対策に努め、引き続き利用者が安心して過ごせる施設運営に期待する。

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況
事業数 参加人数

勤労者福祉センター

- - -

- 1事業 400人

- 1事業 805人

- 0事業 405人

- 100.0% 201.3%



（様式5)

指定管理者

施設担当課分析・評価

事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値① 8,592人 - - - - - 1,191,487円

目標値② 10,200人 - 2事業 790人 - - -

実績③ 5,653人 - 1事業 529人 - - 1,191,487円

増減③-① △2,939人 - -1事業 △261人 - - 0円

基準値対比③/① 65.8% - 50.0% 67.0% - - 100.0%

※利用者数、施設稼働率の基準値はＨ23～27年度実績の平均値

令和２年度指定管理者評価結果　（通常年）

社会福祉法人栗山町社会福祉協議会 施設区分 いきいき交流プラザ 評価対象期間 令和元年１１月１日～令和２年１０月３１日

改善すべき点
要望点

施設名 内　　　容

いきいき交流プラザ
・これまで自主事業、委託事業は不特定多数の町民を対象としていたが、新型コロナウイルス感染症が終息するまでは、密とならないよう１回の参加者を少人数制とし、開催
回数を増やす（例として午前の部と午後の部と２回に分けて開催する）など工夫を凝らし管理・運営をお願いしたい。

評価すべき点

施設名 内　　　容

いきいき交流プラザ
・新型コロナウイルス感染症により様々な影響が出ているが、感染対策に努め、管理・運営している点が評価できる。
・消耗品、食料、資材、燃料等の地元発注状況の発注率が１００％である点が評価できる。
・自主事業の趣味教室は参加者数が伸び悩んでいたが、季節感のある企画で参加者数が大幅に増加したため評価できる。

総　合　分　析　・　評　価
・以前より確実に業務が増えているが（消毒、換気等）臨機応変に対応しているため、評価できる。
・新型コロナウイルス感染症対策に努め、今後も高齢者の心の拠り所として安全・安心な管理・運営をお願いしたい。

評　価　委　員　会　意　見

○評価点
・利用者数はコロナウイルスの影響を受け減少しているが、感染対策の徹底により適正に管理運営されている。特に高齢者の利用が多い施設であるが、コロナ禍でストレスを
抱える利用者に対し、運営方法を工夫しながらなんとか心身の癒しの場を提供しようと努める姿勢は大変評価できる。
・自主事業の「まちなかカフェ」については、運営方法を午前と午後に分け一定間隔で換気をし、利用者にマスク着用を促すなど通常業務以外にもコロナウイルス対策を徹底し
て事業を実施している点が評価できる。
・自主事業の「クリスマス並びにバレンタイン企画」については、利用者のニーズを的確に捉え利用者の増加につなげている点は評価できる。

○要望点
・今後も家に閉じこもりがちな高齢者の憩いの場として、利用者が安心して過ごせるような管理・運営をお願いしたい。また、利用者のマスク着用の徹底等、引き続きコロナウイ
ルス対策に取組みながら、利用者の交流が図られる事業展開に期待したい。

施設名 区分
利用者数
（総数）

利用者数
（町外利用者）

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況
事業数 参加人数

いきいき交流プラザ

- - -

- 2事業 9,410人

- 2事業 5,758人

- 0事業 △261人

- 100.0% 61.2%


